
小坂町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています

子どもと高齢者の交通事故を防止しましょう。秋の全国交通安全運動実施（９月21日～30日）

“ひと”と
　 “まち”が輝く
　　躍動する小坂

新町制施行記念式典・ライブ…………２～３
町政報告…………………………………４～５
平成26年度決算報告……………………６～７
ホットニュース………………………………８
小坂町観光フォーラム・アカシア号募集…９
生涯学習だより…………………………10～12
マイナンバー制度……………………………16
インフォメーション……………………17～19

● もくじ ●

～第２回秋田25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！～
　９月13日、横手市あきたふるさと村を発着する特設コースで開催された「第２回秋田25市町
村対抗駅伝ふるさとあきたラン！」において、小坂町は出場36チーム中、総合18位、町部門で
大健闘の２年連続第３位入賞を果たしました。
　（詳細は10ページに掲載しています。）

若い力が躍動し、町部門で３位入賞！
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康楽館復興30年記念特別公演
新町制施行60周年記念事業《康楽館常打芝居》

◆上演期間　９月30日（水）～11月29日（日）
◆会　　場　康楽館
◆監　　修　松井　誠
◆作・演出　星　誠流（下町かぶき組劇団誠流座長）

お問い合わせ先　 康楽館（℡29－３７３２）

お問い合わせ先　企画財政班（℡29－３９０７）

お得です！町民割引
小坂町民（同伴者を含む）が康楽館常打芝居をご覧に
なる場合、町民割引のご利用で800円もお得です！
通常観劇料 2,100円 → 町民割引観劇料 1,300円

（※小学生は半額）

小坂鉄道レールパークオープン
平成26年６月１日

日沿道・大館北IC～小坂JCT開通
平成25年11月30日

道の駅こさか七滝完成
平成22年７月３日

小坂町観光大使に委嘱状
平成20年６月８日

砂子沢ダム完成
平成22年９月１日

小中一貫校 小坂中学校新校舎竣工
平成25年３月20日

　本年、小坂町は七滝村と小坂町が合併、新しい小坂町として発足してから、
60周年を迎えます。これを記念して、次のとおり式典及び記念イベント等を
開催します。

　2003年、秋田にて結成。
　メンバーは元オフコースのドラマー、大間ジロー（秋田県在住）と津軽三味線
全日本金木大会最高位「仁太坊」（にたぼう）賞を史上初３連覇した黒澤博幸（岩
手県在住）。 黒澤は津軽三味線の始祖「仁太坊」を語れる唯一の奏者でもある。
　天と地と人を結びつけるかのようなダイナミックなリズム、繊細華麗で時に
情熱的な旋律が魅力。「優れた音楽性を持ち、エネルギッシュで心温まる東北の
音魂を響かせる」と海外でも高い評価を得ている。

♦期　日　10月25日（日）　午後３時～午後３時45分
♦会　場　交流センター
♦内　容　○物故町民に対する黙とう
　　　　　○式辞
　　　　　○功労者表彰　ほか
♦その他　町民の方も参加できます

世界に羽ばたく、
　　　東北生まれの「天地人」 Soul＆Beat Unit天地人（てんちじん）

プロフィール

♦期　日　10月25日（日）　午後７時　（開場　午後６時～）
♦会　場　康楽館
♦演奏者　天地人　大間ジロー（ドラマー／小坂町出身）
　　　　　　　　　黒澤　博幸（三味線）
　　　　〈ゲスト〉田中　　恵（民謡歌手）
　　　　　　　　　大沢しのぶ（和太鼓）
♦入場料　無料（整理券が必要です）
♦整理券　10月13日(火)から康楽館窓口で発行します。（お一人様２枚まで）

記念式典

記念ライブ
　新町制施行60周年を記念して、
大間ジローさん（元オフコース）を
中心に結成された、打楽器と津軽
三味線のユニット『天地人』とゲスト
らによる記念ライブを開催します。
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▼
平
成
27
年
度
普
通
交
付
税
交
付
額

の
決
定
に
つ
い
て

　

秋
田
県
に
お
け
る
市
町
村
分
の

対
前
年
度
当
初
算
定
比
は
、
普
通

交
付
税
交
付
決
定
額
で
０
・
７
％
の

減
、
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額

で
６
・
３
％
の
減
で
、
合
わ
せ
た
実

質
的
な
交
付
税
は
１
・
３
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
坂
町
に
お
い
て
は
、
普
通

交
付
税
交
付
決
定
額
は
17
億
５
，

５
９
６
万
２
，０
０
０
円
で
、
前
年
度

当
初
算
定
額
16
億
２
，６
０
９
万
６
，

０
０
０
円
と
比
較
し
、
１
億
２
，

９
８
６
万
６
，０
０
０
円
・
８
・
０
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
臨

時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
は

１
億
４
，６
８
６
万
円
で
、
対
前
年

度
比
１
，０
０
０
万
２
，０
０
０
円
・

６
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
２
つ
を
合
わ
せ
た
実
質
的
な
交

付
税
で
は
、
対
前
年
度
比
１
億
１
，

９
８
６
万
４
，０
０
０
円
・
６
・
７
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
普
通
交
付
税

は
調
整
復
活
措
置
が
な
さ
れ
、
小
坂

町
の
最
終
交
付
決
定
額
は
16
億
２
，

７
８
９
万
６
，０
０
０
円
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と

普
通
交
付
税
交
付
額
は
１
億
２
，

８
０
６
万
６
，０
０
０
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
場
合
、
基
準
財
政
需
要
額

に
お
い
て
「
基
礎
数
値
」
な
ど
の
減

に
よ
り
「
個
別
算
定
経
費
」
等
が
減

と
な
っ
た
も
の
の
、「
人
口
減
少
等
特

別
対
策
事
業
費
の
新
設
」
等
に
よ

り
、
そ
の
総
額
は
９
，０
０
６
万
４
，

０
０
０
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
基
準
財
政
収
入
額
に
お
い
て
は
、

平
成
26
年
度
普
通
交
付
税
算
定
の
際

に
推
計
し
た
「
法
人
税
割
」
額
が
過

大
に
算
定
さ
れ
、
本
年
度
分
の
算
定

で
精
算
さ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
そ
の

総
額
は
３
，９
８
５
万
５
，０
０
０
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
対
前
年
度
比
で
約

１
億
２
，９
８
６
万
６
，０
０
０
円
の

増
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
予
算
に
お
い
て
普

通
交
付
税
額
は
15
億
５
，０
０
０
万

円
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
１
億
３
，

０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
２
億
２
，

２
８
２
万
２
，０
０
０
円
の
留
保
財

源
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
留
保
財
源
は
、
今
回
の
補
正

予
算
の
財
源
と
し
た
ほ
か
、
今
後
の

必
要
経
費
の
財
源
、
及
び
財
政
状
況

の
改
善
を
図
る
た
め
の
財
源
と
し
て

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

▼
菜
種
の
収
穫
と
菜
の
花
の
作
付
け

の
見
通
し
に
つ
い
て

　

今
年
の
転
作
田
に
お
け
る
菜
種
の

収
穫
は
、
刈
り
取
り
面
積
が
約
２
・
７

ha
、
収
穫
量
で
約
１
・
２
ｔ
と
昨
年

に
比
べ
て
、
刈
り
取
り
面
積
で
54
％
、

収
穫
量
で
48
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
連
作
障
害
対
策
等
の
対

応
に
よ
る
ソ
バ
等
へ
の
作
付
け
転
換

や
、
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策
に
対

応
し
た
飼
料
用
米
へ
の
作
付
け
転

換
、
作
付
け
後
の
大
雨
等
に
よ
る
生

育
へ
の
影
響
に
よ
り
、
収
量
が
減
少

し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
畑
地
の
収
穫
は
、
刈
り
取

り
面
積
で
１
・
３
ha
、
収
穫
量
で
約

１
・
４
ｔ
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
て
、

刈
り
取
り
面
積
で
29
％
、
収
穫
量
で

25
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
秋
の
転
作
田
へ

の
作
付
け
予
定
面
積
は
、
約
３
・
６
ha

と
昨
年
よ
り
１
・
８
ha
減
少
し
て
お

り
、
畑
地
へ
の
作
付
け
は
、
約
９
・
４

ha
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

政
府
の
減
反
廃
止
の
農
業
政
策
転

換
等
の
影
響
も
あ
り
、
水
田
活
用
の

菜
の
花
の
作
付
け
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
町
で
は
畑
地
で
の

作
付
け
も
含
め
、
資
源
循
環
農
業
の

取
組
を
拡
大
す
る
と
伴
に
農
家
の
所

得
向
上
が
図
れ
る
よ
う
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

▼
普
通
共
用
林
野
の
運
営
状
況
に
つ

い
て

　

関
門
設
置
場
所
は
、
今
年
も
野
口

ゲ
ー
ト
と
樹
海
ラ
イ
ン
沿
い
の
６
か

所
で
実
施
し
ま
し
た
。
徴
収
期
間
は
、

５
月
26
日
か
ら
６
月
21
日
ま
で
の
27

日
間
で
し
た
。

　

期
間
中
の
入
林
者
数
は
、
延
べ
人

数
で
町
外
者
３
，８
５
３
名
、
町
内

者
１
，０
７
７
名
、
計
４
，９
３
０
名

と
い
う
結
果
と
な
り
、
こ
れ
を
昨
年

の
実
績
と
比
べ
ま
す
と
、
町
外
者
は

１
１
９
名
の
増
、
町
内
者
は
１
２
２

名
の
増
、
計
２
４
１
名
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
に
対
し
て
は
４
８
４

名
に
入
林
許
可
証
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

収
支
状
況
は
、
年
度
途
中
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
決
算
見
込
み
と
し
て

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
収
入

が
約
３
９
３
万
円
に
対
し
支
出
は
約

３
６
１
万
円
で
、
お
よ
そ
32
万
円
程

の
黒
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

収
入
増
の
要
因
と
し
て
は
、
入
林

開
始
時
期
が
前
年
よ
り
５
日
早
ま

り
、
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町

内
者
・
町
外
者
と
も
入
林
者
数
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
剰
余
金
の
使
途
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
の
入
林
エ
リ
ア

の
環
境
整
備
や
森
林
の
維
持
管
理
に

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
水
稲
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

　

鹿
角
地
域
振
興
局
農
林
部
農
業
振

興
普
及
課
の
調
査
に
よ
る
と
、
今
年

の
水
稲
は
、
田
植
え
以
降
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
出
穂
は
平
年
よ
り
３
日
早

い
８
月
２
日
に
出
穂
盛
期
と
な
り
、

８
月
15
日
時
点
で
出
穂
期
に
達
し

た
面
積
は
、
作
付
け
の
１
０
０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
20
日
に
実
施
し
た
水
稲
定
点

調
査
結
果
で
は
、
１
㎡
当
た
り
穂
数

が
５
０
３
本
で
平
年
比
１
０
６
％
、

１
穂
当
た
り
着
粒
数
は
63
・
１
粒

で
平
年
比
91
％
で
し
た
。
そ
の
結

果
、
１
㎡
当
た
り
の
着
粒
数
は
３
１
，

８
８
１
粒
で
平
年
比
98
％
と
な
り
、

お
お
む
ね
平
年
並
と
い
う
状
況
で
す
。

　

病
害
虫
に
つ
い
て
は
、
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
の
発
生
が
多
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
米
防
止

の
た
め
の
湛
水
管
理
終
了
後
は
、
収

穫
に
向
け
て
ほ
場
の
排
水
を
確
実
に

行
い
、
刈
り
取
り
適
期
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
良
質
米
生
産
へ
向
け
て
注
意

　

平
成
27
年
度
第
５
回
町
議
会
が
９
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、

条
例
制
定
・
補
正
予
算
等
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。



�

を
喚
起
し
て
い
き
ま
す
。

▼
第
52
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に

つ
い
て

　

小
坂
町
消
防
訓
練
大
会
が
、
去
る

６
月
28
日
に
今
回
初
め
て
役
場
駐
車

場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
に
お
い
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
で
優
勝
し
た
第
４
分
団
上
川
原

班
は
、
７
月
５
日
に
行
わ
れ
た
鹿
角

支
部
消
防
訓
練
大
会
で
も
見
事
優
勝

し
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
消
防
協

会
鹿
角
支
部
代
表
と
し
て
秋
田
県
消

防
操
法
大
会
の
出
場
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
全
県
消
防
操
法
大
会
出
場
は
、

町
に
と
り
ま
し
て
も
消
防
団
に
と
り

ま
し
て
も
大
変
に
名
誉
な
こ
と
で
す
。

　

上
川
原
班
の
全
県
大
会
出
場
は
４

年
連
続
８
度
目
と
な
り
、
一
昨
年
に

続
く
全
県
優
勝
を
目
指
し
て
、
９
月

４
日
に
由
利
本
荘
市
の
秋
田
県
消
防

学
校
で
行
わ
れ
た
全
県
大
会
に
向
け

て
、
７
月
下
旬
か
ら
９
月
３
日
ま
で

の
約
１
か
月
の
期
間
に
わ
た
り
、
鹿

角
広
域
消
防
署
の
操
法
指
導
員
の
指

導
を
受
け
、
早
朝
や
夕
方
に
厳
し
い

訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
全
体
と
し
て
も
、
団
長
を

は
じ
め
全
分
団
の
協
力
体
制
の
下
、

全
団
員
が
協
力
し
て
練
習
の
補
助
や

激
励
を
行
い
、
長
期
間
に
わ
た
る
出

場
隊
の
訓
練
を
消
防
団
全
体
で
支
え

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
大
会
は
９
チ
ー
ム
中
７

番
目
の
出
場
順
で
、
各
操
作
員
と
も

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
順
番
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
雨
や
強
風
の
悪

天
候
で
、
訓
練
ど
お
り
の
実
力
を
存

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
結
果
は
６
位
と
い
う
残
念

な
成
績
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
積
み

重
ね
て
き
た
技
術
、
気
力
、
団
結
力

は
優
勝
し
た
出
場
隊
と
比
較
し
て

も
、
決
し
て
ひ
け
を
と
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

　

来
年
度
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
全

国
大
会
出
場
枠
が
秋
田
県
に
回
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
、
再
度
の
県
大
会

優
勝
、
そ
し
て
全
国
大
会
出
場
に
期

待
を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

▼「
鹿
角
地
区
教
科
用
図
書
採
択
協

議
会
」
の
審
議
結
果
及
び
そ
れ
に
基

づ
く
町
教
育
委
員
会
の
決
定
に
つ
い

て
　

本
採
択
協
議
会
は
、「
義
務
教
育
諸

学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
小
坂
町
、

鹿
角
市
両
教
育
委
員
会
が
協
議
し

て
、
同
一
の
教
科
書
を
採
択
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。
委
員
は
、
小
坂
町
、
鹿
角
市

の
全
教
育
委
員
と
保
護
者
代
表
が
一

名
ず
つ
、
あ
わ
せ
て
12
名
で
構
成
さ

れ
、
６
月
１
日
に
採
択
協
議
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
中
学
校
で
学
習
す

る
教
科
は
、
９
教
科
15
種
目
あ
り
ま

す
が
、
１
教
科
・
種
目
に
つ
き
２
社

か
ら
８
社
の
教
科
書
発
行
会
社
の
発

行
す
る
教
科
書
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
工
夫
を
凝
ら
し
、
独
自
の
特
徴
を

見
せ
て
い
ま
す
。
採
択
協
議
会
で
は
、

「
内
容
の
選
択
と
取
り
扱
い
」、「
創
意

工
夫
」、「
構
成
・
分
量
・
表
記
」
の
３

つ
の
観
点
か
ら
、
鹿
角
地
区
の
生
徒

の
生
活
・
経
験
や
興
味
・
関
心
・
能

力
に
適
し
て
お
り
、
そ
の
学
力
を
高

め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
か
ど
う

か
を
判
断
し
、
選
び
出
す
た
め
の
調

査
・
研
究
・
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
る
各
教
科
書
の
調
査
研

究
を
行
う
た
め
の
機
関
と
し
て
、
教

諭
に
よ
る
「
教
科
用
図
書
研
究
委
員

会
」
を
新
た
に
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
数

回
の
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
研
究
委
員
会
内
で
ま
と
め
ら
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
７
月
24
日
に
開

催
さ
れ
た
第
３
回
採
択
協
議
会
に
お

い
て
教
科
ご
と
に
報
告
が
あ
り
、
質

疑
応
答
の
あ
と
審
議
が
行
わ
れ
、
各

教
科
の
発
行
会
社
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
町
教
育
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
町
と
し
て
正
式
に
採
択
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

９
教
科
の
う
ち
発
行
会
社
が
変
更

に
な
っ
た
の
は
、「
国
語
科
の
書
写
」、

「
社
会
科
の
地
理
・
歴
史
・
公
民
」、「
英

語
」
の
３
教
科
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
教
科
・
種
目
に
つ
き
ま

し
て
は
、
従
前
と
同
じ
発
行
会
社
の

教
科
書
が
使
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

こ
の
教
科
書
は
平
成
28
年
度
か
ら
31

年
度
ま
で
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
町
の
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
交
代
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
８
月
に
４
代
目
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
し
て
赴
任
し
た
前
任
の
マ
デ
リ

ン
・
ア
ン
・
ホ
ー
ラ
ン
さ
ん
は
、
外

国
語
指
導
助
手
と
し
て
主
に
中
学
校

で
活
躍
し
、
中
学
生
の
英
語
力
向
上

や
小
学
生
の
外
国
語
活
動
、
町
民
の

国
際
理
解
や
語
学
力
の
向
上
に
３
年

間
に
渡
っ
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

た
小
中
一
貫
教
育
の
主
旨
を
よ
く
理

解
し
、
小
学
校
で
の
英
会
話
の
授
業

で
も
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
授
業

づ
く
り
に
励
ま
れ
、
児
童
か
ら
も
た

い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

　

後
任
の
ハ
ン
ナ
・
ア
シ
ュ
リ
ー
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
・

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
出
身
の
23
歳
の
女

性
で
す
。

　

町
で
は
２
人
目
の
女
性
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

な
る
ハ
ン
ナ
さ
ん
は
、
母
親
が
秋
田

県
由
利
本
荘
市
出
身
と
い
う
こ
と

で
、
秋
田
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
に

興
味
が
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
小
坂
町
に

赴
任
し
た
い
と
希
望
さ
れ
、
そ
の
希

望
が
か
な
っ
て
当
町
に
赴
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

日
本
語
も
堪
能
で
あ
り
、
町
民
の

皆
様
や
児
童
生
徒
と
積
極
的
に
交
流

し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
あ
た
た
か
く
、

親
し
く
接
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

　

ハ
ン
ナ
さ
ん
は
、
８
月
５
日
か
ら

町
に
居
住
し
て
お
り
、
二
学
期
か
ら

は
小
坂
中
学
校
を
拠
点
校
と
し
て
小

中
学
校
で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

●
条
例
の
制
定

◆
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

●
条
例
の
一
部
改
正

◆
個
人
情
報
保
護
条
例
正

◆
手
数
料
条
例

◆
町
有
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無

償
貸
与
等
に
関
す
る
条
例

◆
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル
パ
ー
ク
設
置

条
例

◆
自
治
会
館
条
例

●
条
例
の
廃
止

◆
地
区
児
童
館
条
例

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

●
そ
の
他

◆
秋
田
県
へ
の
行
政
不
服
審
査
会

の
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

◆
小
坂
財
産
区
管
理
会
の
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

◆
教
育
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

主
な
議
決
事
項
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（単位：千円）

会　　計　　名
一　　般　　会　　計
特 別 会 計 （合計）

歳入総額
4,687,485
1,933,885
741,056
75,422
738,251
11,555
28,296
61,089
12,382
2,404
3,102
256,632
3,696
241,133
25,982

歳出総額
4,519,017
1,929,613
738,911
75,384
737,681
11,555
28,296
61,089
12,382
2,404
3,102
256,470
2,339
235,161
110,957

差引額
168,468
4,272
2,145
38
570
0
0
0
0
0
0
162
1,357
5,972

△ 84,975

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
〃（介護サービス事業勘定）
簡 易 水 道 事 業
歯 科 診 療 所
中小企業従業員退職金等共済事業
菅原ヤヱ奨学資金
文 化 基 金
下 水 道 事 業
小 坂 財 産 区

（収益的収支）
（資本的収支）

水道事業会計

■普通会計
　一　　般 51億3,040万円
　歯科診療所 35万円
■公営企業会計
　簡易水道 9,279万円
　下 水 道 15億4,303万円
　水道事業 24億4,708万円

■財政調整基金 8億8,437万円
■減債基金 3億1,319万円
■その他基金 3億6,563万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

①実質赤字比率
　一般会計等の実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
②連結実質赤字比率
　全会計を合計した実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
③実質公債費比率
　道路整備等の公共事業を行う際に借り入れた資金を返済するための元利償還金や、公営企業の元
利償還金のために一般会計から繰り出した額の合計が、標準的な収入に対してどれくらいの割合
になるかを示す指標

④将来負担比率
　一般会計等が将来負担しなければならない額（借金の返済の他にも、職員の退職手当や公営企業
への繰出金等の合計）が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

■資金不足比率
　公営企業の資金不足額が料金収入等の事業規模に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

〔　　　　　　〕平成27年３月31日現在の
人口（5,592人）で算出
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平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、毎年度、健全化判断比率と、資金不足比率を監査委員
の審査に付したうえで、議会に報告し、公表することになりました。
平成26年度決算に係る比率を算出しましたので、お知らせします。

【すべて健全化基準を下回りました。今後も健全な財政運営に努めます。】

※赤字がない場合は（－）で表されます。

※資金不足がない場合は（－）で表されます。

　　指　　標
①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

平成26年度
－
－

 13.1％
150.6％

平成25年度
－
－

 13.4％
112.8％

早期健全化基準
015.0％
020.0％
025.0％
350.0％

小坂町
－
－
－

簡易水道事業
下水道事業
水道事業

経営健全化基準

20.0％
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自転車の運転は気をつけて

秋の交通安全運動
　９月21日から30日、秋の交通安全運動が行われま
した。初日の21日には、交通安全祈願の神事、交通
安全集会、パレードが行われ、関係者70名が参加し
たほか、25日には市日の買い物客を対象に自転車の
点検など、事故防止の啓発が行われました。
　今年６月からは危険な違反行為を繰り返した自転
車運転者は公安委員会の行う安全講習を受けなけれ
ばならないほか、講習を受けなかった者に対する罰
則が新設（施行）されました。
　町民の皆さまには引き続き交通ルールを守り、安
全な地域社会づくりへのご協力をお願いいたします。

－身近な話題をお知らせください。

２個人３団体が表彰

小坂町老人クラブ大会
　９月25日、セパーム・アリーナを会場に「第49回
小坂町老人クラブ大会（会長 田畑廸彦）」が盛大に開
催されました。
　大会の席上、長年の功績が認められ、今年度は２
個人３団体が小坂町長から表彰状を授与されました。
個人では、さくらんぼ・櫻壽会の「成田繁行さん」、
上小坂・上明会の「長谷部昭子さん」が、団体では「永
楽町・天寿会」「古苦竹・長寿会」「川通り・若生会」が
それぞれ受賞しました。
　式典終了後の懇親会では、お互いの近況を報告しあ
いながら、自慢のカラオケや踊りを披露していました。

400人以上が元気に参加

小坂町敬老会を開催
　９月13日、セパーム・アリーナを会場に「小坂町
敬老会」が開催され、町内75歳以上の該当者1,348
名のうち、402名の方が出席しました。また式典では、
結婚50年の金婚者へ町長から顕彰状が贈呈され、届
出があった12組のうち９組のご夫婦が出席しました。
　祝宴の余興では、小坂小学校スクールバンドの児
童31名がお揃いの衣装で素晴らしい演奏を披露し、
参加者は大変感激していました。
　また今回は、民謡全国大会優勝者の唄が披露された
ほか、５人組アカシア太鼓では勇壮な演奏が会場に響
き渡り、参加者からは盛んな拍手が送られていました。

お問い合わせ先　総務課総務管財班 （℡29‒3901）

　エフエム秋田から配信される起動信号で、自動的にラジ
オのスイッチが入り、緊急情報を伝える仕組みです。通常は
ＦＭ・ＡＭの放送を聞くことができます。
　毎週金曜日の午後４時20分から10分程度、町の防災や観
光情報・広報等のミニ番組放送を実施します。また、毎月第
１週目の番組で試験放送を実施しています。

　エフエム秋田から配信される起動信号で、自動的にラジ

緊急告知ラジオとは

■貸し出しの対象
♦町内に住所があり、住民基本台帳に記録されている世
帯、又は事務所若しくは事業所（１世帯又は事務所若しく
は事業所につき１台です。）
■貸与方法
　貸与を希望される方は、役場総務課で申請書に必要事
項を記入し申し込みください。電話による受け付けも行
います。
■受付窓口
　役場総務課総務管財班で随時受け付けします。印鑑を
お持ちください。

無償で
   貸与しま

す
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　昨年に引き続き、町長を団長とした小坂ゆかりの地を訪ねる「小坂アカシア号」は、小坂鉱山で黒鉱製錬に
成功して、茨城に移り日立鉱山を経営した久原房之介と、久原の部下として小坂鉱山と地域社会に貢献し、の
ちに日立に移り日立グループの基礎を築いた小平浪平の偉業を学ぶ企画です。

　町ではフォーラムを通して観光大使の皆様からご指導、ご助言をいただきながら観光振興
を図ってきました。
　今年で第８回目を迎える観光フォーラムは、年間200万人を超える台湾をはじめとした外国
人の観光客誘致（インバウンド）と北海道新幹線の開業に向けて、道南と北東北３県が連携し
た観光誘客により、地域の活性化をどう図るかをテーマに開催します。
　また、昨年開園した小坂鉄道レールパークや、ブルートレイン「あけぼの」を活用した宿泊
施設のオープンなど、町の新しい観光資源の活用についても全国へ情報発信します。

※聴講は無料ですが、事前に申込みが必要です。詳しい内容は観光商工班までお問い合わせ
　いただくか、町ホームページをご覧ください。

◆と　　き　11月11日（水）～13日（金）

◆見学場所　［日立市］ 日鉱記念館、共楽館、小平記念館

　　　　　　［釜石市］ 鉄の歴史館、橋野高炉

◆参 加 費　５５，０００円

◆参加資格　小坂町内在住、又は町内の事業所勤務者

◆参加募集　定員（15名）になりしだい締切

◆申込方法　観光商工班に備付の申込書に記入し、郵
送、FAX、メールで提出、又は持参

※申込書は町ホームページからもダウンロードで入手
　できます。

◆申 込 先　観光産業課観光商工班
　　　　　　（℡29－３９０８/℻29－５４８１）

e-mail：kankou@town.kosaka.akita.jp

第８回 小坂町観光フォーラム
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と

　
　

 

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
て

◆期　日　10月30日（金）
◆時　間　13：30～ 17：30
　　　　　　（受付開始　12：30～）　
◆会　場　小坂町康楽館

《お問い合わせ先》観光商工班（℡０１８６－２９－３９０８）

来賓あいさつ

基調講演Ⅰ

基調講演Ⅱ

パネルディスカッション

東日本旅客鉄道株式会社取締役会長　　　　清　野　　　智　氏
「北海道新幹線の整備と観光力強化」　 
　国土交通省　大臣官房審議官（鉄道局）　水　嶋　　　智　氏
「インバウンドと北海道新幹線の開業に向けて」
　北海道函館市長　　　　　　　　　　　　工　藤　壽　樹　氏
「北海道新幹線開業を見据えた北東北地域の連携と観光力強化」
《コーディネーター》
　小坂町観光大使
　日本観光振興協会理事長　　　　　　　　見　並　陽　一　氏
《パネリスト》
　観光庁観光資源課長　　　　　　　　　　長　﨑　敏　志　氏 
　北海道函館市長　　　　　　　　　　　　工　藤　壽　樹　氏
　青森県弘前市長　　　　　　　　　　　　葛　西　憲　之　氏
　秋田県副知事　　　　　　　　　　　　　中　島　英　史　氏
　東北観光推進機構専務理事　　　　　　　紺　野　純　一　氏
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　９月13日の午前11時。号砲とともに36チームの選手が一斉に飛び出し、１区（小学生男子）の花岡翔太さん（小
坂小６年）も昨年出場の経験を生かし、ペースを守った順調な走りで２区（小学生女子）の古川陽菜さん（小坂小
６年）にタスキをつなぎました。古川さんは９人抜きの区間ラップ８位で
快走。総合順位は９位に浮上し、３区（中学生女子）の花岡真衣さん（小坂
中３年）へタスキを渡しました。
　花岡さんは堅調な走りでつなぎ、４区（一般男子）に出場した畠山莉央
さん（小坂中３年）へつなぎました。全区間最長の5.6km、いわゆる“エー
ス区間”に挑んだ畠山さんは、20代から40代の猛者たちに混じりながらも
区間20位と大健闘の力走を披露。総合17位で５区（一般女子）の本田優希
さん（花輪高３年）へタスキを渡しました。
　本田さんも高校生ながら20～30代といった一般女子の強豪勢がひしめ
くなか力走し、区間ラップ７位という素晴らしい記録で総合順位を９位
まで押し上げ６区へつなぎました。
　６区（一般壮年）に出場した木村貴大さん（鹿角広域消防）は、40代や50
代のレース経験豊富なベテラン勢に混じり苦戦はしたものの、総合12位
で７区（中学生男子）の菅原伊織さん（小坂中３年）にタスキをつなぎま
した。
　７区の菅原さんは自分のペースで着実に距離をこなし、総合14位で８
区（高校生男子）に出場した横山開世さん（小坂中３年）にタスキをつな
ぎました。８区は男子高校生の現役駅伝ランナーらが出場した難関の
4.5kmの区間で、中学生でエントリーした横山さんは最後まで諦めず懸命
に走り抜き、総合19位で最終第９区（高校生女子）の木村希さん（花輪高
３年）へ託しました。
　９区3.3kmは県内トップクラスの高校生ランナーらが出場するなか、木村
さんは昨年の出場した経験から、冷静なペース配分で順位を１つ上げる軽
快な走りを披露。総合18位、町部門３位入賞のゴールテープを切りました。
　来年は大館市を会場に、第３回大会が開催されます。みなさまのご声援
をよろしくお願いします。

　８月23日、「第七次県高校総合整備計画｣（平成28 ～37年度）第二次素案
における鹿角地域の高校再編に関する説明および意見交換会（県教育委
員会主催）が開催されました。
　第二次素案は、設置場所は未定であるものの鹿角地域の小坂・十和田・
花輪の３校を１校に統合し、学科は普通科等を検討するというもので、こ
れまでの小坂町の要望活動が全く反映されていないものです。小坂町で
は、町、町議会、小坂高校関係団体、町民代表による「小坂高校発展支援協
議会」を組織し、毎年、小坂高校同窓会、同校教育振興会、町議会と町との
連名で、県教委に対して要望活動を続けてきました。その内容は、新総合
教育エリア構想の一環として小坂小・中学校周辺に小坂高校を移転し、
小中高連携教育を実現するとともに、町の主要産業を背景とする工業系
課程の充実を強く求めるものです。
　説明会の会場となったセパームには、50人ほどの町民や関係者が参加
し、参加者からは町の要望が受け入れられず残念、ぜひとも小坂高校を存
続してほしい、工業系課程を充実してほしいという意見が相次ぎました。
　また、３校統合の案に至った経緯について再度説明してほしいという
声もあり、県教委では、小坂高校生の頑張りや町の協力体制、新総合教育
エリアに寄せる町民の期待を評価したうえでの結論であると、理解を求
めました。
　小坂高校発展支援協議会では、これまでの活動方針をあらためて確認
し、今回の県教委の説明と参加者の意見を参考にしながら、今後の対応に
ついて検討していくことにしています。

▲高橋監督が町長を訪れ３位入賞の報告

▲活発に意見交換された説明会

▲県教委へ要望書を提出（昨年11月）

▲表彰式での様子（左から）
　５区　本田　優希さん（花輪高３年）
　９区　木村　　希さん（花輪高３年）
　８区　横山　開世さん（小坂中３年）
　４区　畠山　莉央さん（小坂中３年）

横手市特設コース

あきたふるさと村
第２回秋田県市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！
町部門で第３位！若い力がチームに勢いをもたらす

小坂高校存続の要望反映されず

高校再編（鹿角地域３校統合案）
について説明会開催
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９
月
６
日
、第
32
回
川
上
地
区
秋
季
大
運
動
会
と
第
53
回
七
滝
地
区
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。少
々
肌
寒
さ
を
感
じ
る
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

川
上
地
区
は
川
上
公
民
館
体
育
館
で
の
開
催
と
な
り
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」「
玉
入
れ
リ

レ
ー
」「
綱
引
き
」な
ど
の
多
く
の
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、終
了
後
に
は
交

流
会
が
催
さ
れ
、参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

七
滝
地
区
は
旧
七
滝
小
学
校
校
庭
で
開
催
し
、七
滝
保
育
所
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
が
披
露
さ
れ

た
り
、「
ム
カ
デ
競
争
」「
最
強
リ
レ
ー
」な
ど
、世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
競
技
に
参
加
者
ら
は
熱

い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
川
上
地
区

　

１
位　

濁
川
２
区

　

２
位　

砂
子
沢

　

３
位　

濁
川
１
区

▼
七
滝
地
区

　

１
位　

大
地

　

２
位　

万
谷

　

３
位　

つ
つ
じ
平

▲川上地区秋季大運動会
▼七滝地区総合体育大会

　12月13日（日）に康楽館で開催する「康楽
館演劇祭」のボランティアスタッフを募集し
ます。興味のある方はぜひお問い合わせくだ
さい。手作りの演劇舞台を一緒につくりま
しょう。

《公演予定》

　中小路の館130周年を記念して、下記のとおり講話
やフォーラムなどを開催します。未来に伝え遺したい
文化財の大切さについて、皆さんいっしょに考えてみ
ませんか。

◆お問い合わせ先　学習振興班（℡29－２０６９）

お問い合わせ先
康楽館演劇祭事務局（セパーム内29－2069）

日時　11月３日（火） 午前10時30分～午後７時

場所　旧工藤家「中小路の館」

　　　　午前10時40分～歴史講話
　　　　•「（仮）御境古人としての工藤家」
　　　　•講師：当町学芸員

　　　　午後１時～古民家フォーラム
　　　　•「文化財を守り・伝え・遺すということ」
　　　　【館内自由開放】
　　　　午後３時30分から午後７時まで自由開放
　　　　します。

　　　　※お好きな時間にご来館ください。

◆日 時◆　 12月13日（日）
◆会 場◆　 康楽館
◆出 演◆　 一般演劇団体
　　　　　  高校演劇部
　　　　　  黒子座キッズ
　　　　　 　（詳細は11月号広報にて！）
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10 24〈開催日時〉10月24日（土）10：30～11：00
◇幼児～小学校・保護者対象
◇自由参加・無料

　９月27日、ギャラリートークを開催しました。
　13名の参加者は、郷土の画家の新たな一面を知ること
ができたようでした。
　ギャラリートークは、下記の日程であと２回開催します。
観て聴いて、芸術の秋をぜひご堪能ください。みなさまの
ご来館をお待ちしています。

◆日にち　10月31日（土）・11月29日（日）
◆時　間　13：00 ～ 14：00
◆場　所　郷土館１階特別展示室

《特別展開催期間》　12月19日（土）まで

◆◇ ギャラリートーク開催日 ◇◆

戦後70年・新町制施行60周年記念
平成27年度小坂町立総合博物館郷土館

●
か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ
出
展

　

９
月
13
日
、
鹿
角
市
産
業
祭
「
か

づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
に
、
電
気
部

が
製
作
し
た
レ
ー
ル
バ
イ
ク
や
ク

レ
ー
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、
ま
た
環
境

技
術
科
の
実
習
作
品
等
を
出
展
し

好
評
を
得
ま
し
た
。

今
後
も
「
小
坂
高

校
」
及
び
「
も
の

づ
く
り
」
に
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

●
町
民
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験

　

９
月
16
日
に
２
年
生
、
９
月
30
日

に
１
年
生
が
、
創
立
１
０
０
周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
、
小
坂
町
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
、
町
民
と
の
交
流

を
目
的
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
町
民
の
方
々
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
楽

し
く
プ
レ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
３
学
年
も
計

画
し
て
お
り
、
町

民
と
の
交
流
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

●
強
歩
大
会
終
了

　

９
月
26
日
、
強
歩
大
会
が
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
若
干
の
小
雨
も
あ
り

ま
し
た
が
、
男
子
80
名
、
女
子
38
名

が
完
歩
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
小
坂

中
学
校
と
の
同
時
開
催
で
、
と
も
に

励
ま
し
合
い
な
が

ら
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
て
お
り
ま

し
た
。
沿
道
で
の

御
声
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
秋
田
県
予
選

　

９
月
27
日
、
全
国
高
等
学
校
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
大
会
（
三
重
県
開
催
）

の
テ
ー
マ
で
あ
る
﹃
第
23
回
全
国
高

等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
﹃
自
分

を
磨
き　

輝
く
未
来
へ　

集
ま
れ

若
き
技
術
者
た
ち
﹄
の
秋
田
県
予
選

大
会
が
、
横
手
清
陵
高
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
出
場
し
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
上
位
に
入
れ
ず
、
全
国
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

●
創
立
１
０
０
周
年
記
念
第
４

回
実
行
委
員
会
開
催

　

10
月
５
日
、
セ
パ
ー
ム
に
お
い

て
来
年
10
月
21
日
に
開
催
の
創
立

１
０
０
周
年
記
念
式
典
の
実
行
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
総
務
部
」

「
事
業
部
」「
刊
行
部
」「
式
典
部
」「
祝

賀
会
部
」
の
各
部
の
進
捗
状
況
が
報

告
さ
れ
、
具
体
的
に
動
き
始
め
て
い

ま
す
。
実
行
委
員
会
で
は
「
記
憶
に

残
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
式
典
」
に

す
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

●
₁₀
・
₁₁
月
の
日
程

・
学　

校　

祭　

10
月
17
日（
土
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
日（
日
）

※
一
般
公
開�

18
日
午
前
９
時
30
分
～

・
修�

学�

旅�

行　

11
月
11
日（
水
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
日（
土
）

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です新
小説・エッセイ
■流／東山彰良（913）
■君の膵臓をたべたい／住野よる（913）
■黄金の時／堂場瞬一（913）
■負けるもんか　正義のセ／阿川佐知子（913）
■自閉症の僕の七転び八起き／東田直樹（914）
■バケモノの子／細田守

実用書
■本の夢　小さな夢の木／田中淑恵（022）
■マイナンバーで広がる電子署名・認証サービス
　／手塚悟（670）
■在宅ホスピスノート／徳永進（490）
■ちょい投資－恐がりだけど欲張りな
　あなたの投資講座／萩原博子（338）

児童書
■水木しげるの妖怪なぞなぞめくり
　家の中の巻／水木しげる（388）
■水木しげるの妖怪なぞなぞめくり
　山里の巻／水木しげる（388）
■広島の木に会いに行く／石田優子（635）
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　今月末の10月31日はハロウィーンですね。ハロウィー
ンで化物や、魔女、幽霊、ゾンビなどの姿をして百鬼夜
行みたいに夜中を闊歩する習慣が有名ですが、同時期に、
他に"Dia�de�los�Muertos"という祭があります。
　"Dia�de�los�Muertos"（ディア・デ・ロス・ムウェートス）
を和訳すると「死者の日」となります。本来はメキシコの
祭ですが、アメリカのテキサス州やアリゾナ州などメキ
シコに近い所でもよく披露されます。ハロウィーンと同様
にメキシコの遠い昔の習慣（アズテックの習慣）がキリス
ト教に影響されて、カソリックの三つの祝日に移されまし
た。「死者の日」は、10月31日から11月２日までの３日間行
われます。
　１日目は「諸聖人の日前夜」と「ハロウィーン」と同じ日
で、「死者の魂が行き来しやすくなる」ということから死者
の魂を歓迎する準備をします。小さなほこらみたいなも
のを作り、ロウソクと死者の花とされるオレンジ色の千
寿菊、そして砂糖で作ったドクロをいっぱい載せます。
特に子供の魂が家族を見つけられるように、好きなおも

ちゃを載せたり、大人でしたら好きな食べ物やテキーラ
（サボテンから作ったお酒）を載せます。
　２日目は「諸聖人の日」と同じ日で、大人の魂より子供
の魂を敬うのがメインです。子供のまま死んだら無罪と
され、聖人に近い存在と考えられます。「小さな無罪の人」
や「小さな天使」と呼ばれています。３日目は「諸信者の魂
の日」と同じ日で、その祝日は「聖人だけではなく（キリス
トを信じた）死者の皆の為の日」ということで、メキシコで
は子供だけではなく大人で死んだ魂も敬う日とされてい
ます。
　２日目と３日目も日本のお盆のようにお墓を掃除したり
飾ったりしますが、他に死者の為にドクロの仮面を被っ
たり、メイクで顔を白く塗り色鮮やかな衣装を着て派手
に踊りもします。死んだ人をバカにする笑い話のような
詩を詠む習慣があったり、場所によっては神妙な祭であっ
たり、あるいは死者と一緒に皆で楽しむ祭もあります。
　メキシコの死者の日は、日本のお盆とも欧米のハロ
ウィーンとも違うようでいて似ているところがあります
ね。世界中の文化はそれぞれ違いがありますが、共通点
があるということを表している一例だと思います。

ハロウィーンの他に…

▼

死
者
の
魂
を
歓
迎
す
る
よ
う
に

　

作
っ
た
祠
の
一
部
で
す

▲メイクで顔を白くした踊り子です

一般社団法人 あきた結婚支援センター
［フリーダイヤル］ ０８００－８００－０４１３
http://www.sukoyaka-akita.com

あきた結婚支援センターのご案内
一般社団法人

小坂町国際交流協会（KIS）からのお知らせ

国際交流員とともに中高生を引率してくれる方１名
も募集しています。（20歳以上）

※中学生と高校生に募集要項を配付済みです。
※参加者数、現地事情等により予定が変更される場合
がありますので、KISホームページをご覧いただく
かKIS事務局（役場内℡29-3908）にお問い合わせく
ださい。

期　　日　平成28年３月18日(金) ～ 25日(金)
行 き 先　アメリカ合衆国テキサス州
参 加 費　町内者　13万円（町・協会補助７万円除）
　　　　　町外者　18万円（協会補助２万円除）
定　　員　７名
申込締切　11月12日(木)　午後５時まで　入会できる方は、秋田県にお住まいかお勤めの方、または

県外にお住まいでも将来秋田県に移住予定の方で、結婚を
誠実に希望し自ら努力される20歳以上の独身の方です。
　小坂町民の方が「あきた結婚支援センター」へ入会する場
合、登録料１万円は町が負担します。

　町では、町内に住む独身の若者が自分にあった相手を見つ
けることができるイベント・交流会等を企画・実施する団体
や企業等に対して、事業開催の経費の一部を補助します。

申込み・問い合わせ先　企画財政班（℡29－３９０７）

詳しくは
こちら

対 象 者 町内に住所を有する団体又は企業など

対象要件 会場使用料、バス借上料、講師・司会者謝礼、消耗品など

補 助 額 事業開催の経費の80％以内で、１事業につき上限10万円

対象要件

•20歳以上の未婚の男女が出会うイベント・交流会
　等を企画し実施すること
•会場は町内の施設を活用すること
•営利を目的としないこと
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　インフルエンザは罹患率が高く、高齢者や幼児、また心肺や気管支等に慢性疾患のある方は重症化
して命にかかわる危険があるため十分な注意が必要です。
　小坂町では、下記の方を対象にインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。インフルエンザ
が流行する12月頃までに予防接種を受けるようにしましょう。
　今年度インフルエンザワクチンは四価ワクチンとなり（今までは三価）、町では助成金額を2,000円に
改定しました。

①65歳以上

②60歳以上65歳未満で
心臓、腎臓、呼吸器、
免疫機能に重い障害
のある方（身体障害
者手帳１級程度）

③生後６か月～
　高校３年生相当年齢

一人１回限り　　2,000円

一人１回限り　　2,000円
※事前に保健センターへの申
請が必要です。（印鑑、身体
障害者手帳または医師の診
断書をご持参ください）
小学６年生までは一人１回に
つき2,000円（２回まで）
中高生一人１回限り2,000円

対 　 　 象 助 成 金 額

［助成対象］ ※下記表を参照
［接種期間］
　10月１日㈭～
　　　　平成28年２月29日㈪
［助成金額］ 2,000円

［接種料金］ 医療機関が定める接種料金
　※医療機関からは、予め2,000円減額された金額が請求されます。
　※生活保護世帯の方は緊急時医療依頼証を提示することで無料と
　　なります。
　※接種医療機関については、保健センターへお問い合わせください。

申込・お問い合わせ先：小坂町保健センター（TEL29－３９２６）

お
母
さ
ん
か
ら

　

甘
い
お
菓
子
が
大
好
き
だ

か
ら
、
そ
の
分
、
毎
日
歯
み

が
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

照井　佐
さ
和
わ
さん

（藤倉団地）

お
母
さ
ん
か
ら

　

歯
み
が
き
、
だ
ー
い
す
き
!

鏡
に
向
か
っ
て
ピ
ッ
カ
ピ
カ
に

な
る
ま
で
み
が
い
て
い
る
よ
! 澤口　未

み
昊
そら
さん

（下小坂）

お
母
さ
ん
か
ら

　

あ
め
っ
こ
だ
い
す
き
!!
大

き
い
お
口
で
、
ア
ー
、
イ
ー

歯
み
が
き
が
ん
ば
ろ
う
ね
。

目時　珀
は
玖
く
さん

（荒川）

お
母
さ
ん
か
ら

　

仕
上
げ
み
が
き
が
ん
ば
ろ

う
。

千葉　結
ゆ
姫
め
さん

（藤倉団地）

ふれあい広場ふれあい広場

お
母
さ
ん
か
ら

　

毎
日
、
弟
と
一
緒
に
歯
み

が
き
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
!

工藤　美
み
尋
ひろ
さん

（中央団地）

お
母
さ
ん
か
ら

　
「
歯
を
磨
か
な
い
と
む
し

歯
に
な
る
よ
!
」
と
話
し
、

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

岩谷　叶
かな
翔
と
さん

（尾樽部）
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街灯LED化工事

空き家改修工事

小坂鉄道レールパーク　キュービクル設備改修工事

受電周波数変換インバータ設備改修工事

小坂図書館　トイレ改修工事

橋梁（大地橋・中島橋）補修工事

明治百年通りポケットパーク整備工事

モニュメント設置工事

細越地区消火栓設置工事
小坂町小坂字細越地内
野口配水管布設工事　第１工区
小坂町小坂字野口地内
野口配水管布設工事　第２工区
小坂町小坂字野口地内
野口配水管布設工事　第３工区
小坂町小坂字野口地内
野口配水管布設工事　第４工区
小坂町小坂字野口地内
若木立地区配水管布設工事　第１工区
小坂町小坂字若木立地内
若木立地区配水管布設工事　第２工区　
小坂町小坂字若木立地内
古館駅前線整備工事

情報板設置工事

下水道管渠工事　細前田第二工区
小坂町小坂字細前田
松木沢川（上谷地）護岸工事

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

入札予定時期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

期　間

約３ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

約３ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

約４ヶ月

約４ヶ月

約３ヶ月

入札及び
契約の方法

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

種　　別

電気

建築

電気

電気

管

土木

土木

その他

水道施設

水道施設

水道施設

水道施設

水道施設

水道施設

水道施設

土木

土木

土木

土木

概　　　　　　　要

街灯LED化　100基

台所、浴室、トイレ等改修

高圧開閉器200A 1台、引込柱1本他

インバータ60Hz(50KVA)1台

身障者用トイレ新設、男女便器洋式化

橋梁補修工　２橋

サイン設置外　A＝200㎡

モニュメント設置　3体

消火栓設置　１基

配水管布設 φ150 L＝1,000m

配水管布設 φ150 L＝1,000m

配水管布設 φ150 L＝1,000m

配水管布設 φ150 L＝1,000m

配水管布設 φ100 L＝896m

配水管布設 φ50～100 L＝452m

L＝310m

案内板設置　30箇所

φ150 L＝296m

護岸工事 L＝10m

工　　　　　　事　　　　　　名
場　　　　　　　　　　　　　所

◆申込み・お問い合わせ先
　　　　小坂町保健センター（℡29－３９２６）

　町では、肺炎球菌による肺炎などの感染症の予防や重症
化を防ぐことを目的として、高齢者肺炎球菌予防接種の助
成事業を昨年度から実施しております。
■平成27年度の対象者
　過去に23価肺炎球菌ワクチンを接種したことのない方
で、接種日に⑴または⑵に該当する方
⑴下記の生年月日に該当する方（平成27年度内に）
　65、70、75、80、85、90、95、100歳となる方
⑵接種日に満60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に極度
の障害を持つ方及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機
能に極度の障害を持つ方（いずれも身体障害者１級程度）
※事前に保健センターに申請が必要です。印鑑と身体障害
者手帳をご持参ください。「予防接種対象者証明書」を発行
します。
■期間　平成28年3月31日まで
■自己負担額・・・接種医療機関により異なります。
○医療機関が定める接種料金から町助成額（3,000円）を差し
引いた金額
○生活保護世帯の方は医療機関窓口で緊急時医療依頼証を
提示すると無料

平成27年度
高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ

　町では、成人の風しん予防接種費用を助成します。
●助成対象者について
　予防接種日において町内に住所を有する者。ただし、
風しん罹患したことがある者及び風しんに関する予防
接種を２回受けた者を除く。
　⑴年齢満19歳から年齢満60歳までの男女
　⑵妊婦と同居する者
●接種ワクチン及び接種回数、接種費用
　「麻しん風しん混合ワクチン」：麻しんと風しんの両
方に予防効果があります
　「風しん（単独）ワクチン」：風しんにのみ予防効果が
あります
•接種回数：１回
•接種費用：医療機関で接種後、関係書類を添えて保健
センターに助成申請をしてください。接種料金の全額助成し
ます。

成人の風しん予防接種費用
助成のお知らせ
成人の風しん予防接種費用
助成のお知らせ
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平成27年10月５日マイナンバー制度スタート

総務課総務管財班（℡29－3901）／町民課町民福祉班（℡29－3906）
マイナンバーコールセンター（℡0570－20－0178）お問い

合わせ

住民ひとりひとりに個人番号を通知するものです

10月から通知カードが
簡易書留で皆さまへ届きます

社会保障・税番号制度

通知カードとは通知カードとは
　通知カードは紙製で、住民にマイナンバー（個人番号）をお知らせ
するものです。
　券面には住民票に登録されている「氏名」「住所」「生年月日」「性別」
と「マイナンバー（個人番号）」等が記載されています。
　お届けは10月５日から開始されています。11月末頃までに、皆さま
の住民票の住所に簡易書留（世帯主宛）で届きます。

通知カードは有効期限はありません。
通知カードはあなたのマイナンバー (個人番号)を通知するものですので、大切に保管してください。
なお、個人番号カードの交付を受けると通知カードは不要となりますので、交付時に町に返納することになります。

※通知カードは転送されませんのでご注意ください。

通知カードのほか、次の内容物が届きます送付物の内容送付物の内容

「こんな場合、どうすれば？」お問い合わせの多い質問についてＱ＆ＡＱ＆Ａ

•通知カード（世帯人数分）
•個人番号カード交付申請書（世帯人数分）
•個人番号カード交付申請のご案内
　（１通につき１部）
•個人番号カード交付申請書の送付用封筒
　（１通につき１部）
※９人以上の世帯には、２通に分けて送付されます。
※外国人住民の方の場合、封筒の宛名氏名は、通称名
　がある方は通称名のみを表示します。

▲

通
知
カ
ー
ド（
表
面
）

▲

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書▲皆さまに届く封筒

Ｑ．通知カードの有効期限はありますか？

住民基本台帳カードは、カードの有効期限内であれば利用可能です。
なお、個人番号カードを取得する場合は、住民基本台帳カードを返納することになります。
詳しくは、町民課戸籍窓口までお問い合わせください。

Ｑ．住民基本台帳カードをもっているのですが、継続して使えるのですか？

外国籍の方でも住民票がある方には、通知カードが送付されます。

Ｑ．外国籍ですが、通知カードは送付されますか？
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お
知
ら
せ

　老人憩の家あかしや荘は、今年４月から「公益社
団法人鹿角地域シルバー人材センター」が指定管
理者となり、施設の管理・運営を行っています。
　これに伴い、当分の間（４月から９月まで）入浴
時間を１時間延長し、午前10時から午後８時まで
営業してきましたが、10月からは入浴終了時間が、
もとの午後７時までに変更されます。
　入浴料金は、60歳以上は170円、一般は350円、小
中学生は150円です。一回分お得な回数券も引き続
き販売します。なお、定休日は毎週火曜日で変更
はありません。

お問い合わせ先
町民課町民福祉班（℡29ー3925）
鹿角地域シルバー人材センター（℡23－6644）

《入浴時間》　変更前：午前10時～午後８時
　　　　　　変更後：午前10時～午後７時

◆
日
時　

10
月
26
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
会
場　

鹿
角
簡
易
裁
判
所

◆
内
容　

民
事
・
家
事
関
係

◆
相
談
料　

無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
角
調
停
協

会（
鹿
角
簡
易
裁
判
所
内　

TEL�

23
︱

２
２
６
２
）

　

子
ど
も
の
人
権
問
題（
虐
待
、
い

じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
等
）隣
近
所

と
の
問
題
、
そ
の
他
困
り
ご
と
、
心

配
ご
と
な
ど
。

◆
日
時　

10
月
20
日（
火
）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

◆
場
所　

川
上
公
民
館

◆
人
権
擁
護
委
員

　

村
木
あ
つ
子（
TEL�

29
︱
４
６
７
９
）

　

工
藤　

哲
雄（
TEL�

29
︱
２
３
４
０
）

　

木
村　

安
子（
TEL�

29
︱
４
３
１
２
）

　

木
村
二
三
男（
TEL�

29
︱
５
５
８
７
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
国
の
行
政
機
関
等
に

対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け

付
け
そ
の
解
決
を
図
る「
行
政
と　

住

民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
委
員　

亀
田
誠
一［
上
川

原
］（
TEL�

29
︱
５
８
２
８
）

◆
今
月
の
定
例
相
談
日

　

10
月
20
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午
／
七
滝
公
民
館

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し

た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り

買
い
主
が
契
約
か
ら
２
週
間
以
内
に

届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
届
出
が
必
要
な
取
引

　

売
買
、
交
換
、
譲
渡
、
担
保
代
物

弁
済
等

◆
届
出
が
必
要
な
面
積

　

①
市
街
化
区
域
＝
２
千
㎡
以
上

　

②
市
街
化
区
域
以
を
除
く
都
市
計

画
区
域
＝
５
千
㎡
以
上

　

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
＝

１
万
㎡
以
上

◆
届
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

企
画
財
政
班（
TEL�

29
︱
３
９
０
７
）

　

県
で
は
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
々
に
対
す
る
住
居
情
報
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
移
住

定
住
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
業
務
委

託
し
て
県
内
の
空
き
家
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
員
が
皆
さ
ん

の
地
区
に
お
伺
い
し
た
際
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
期
間　

10
月
～
11
月

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
班

（
TEL�

29
︱
３
９
０
７
）

　
「
県
産
木
材
の
活
用
で
、
県
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
県
産
材
を
利
用
し
た

方
に
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
を
発
行

し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
最
大
20
万
円

相
当
の
県
産
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

◆
対
象　

住
宅
へ
の
県
産
材
利
用
、

ペ
レ
ッ
ト
・
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
購
入
、

県
産
木
製
品
な
ど
の
購
入

◆
期
間　

12
月
31
日（
木
）ま
で

◆
詳
細　

秋
田
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
あ
き
た
木

材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
」と
検
索

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

県
林
業
木

材
産
業
課（
TEL
０
１
８
︱
８
６
０
︱

１
９
１
５
）

◆
日
時　

10
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

◆
場
所　

秋
田
県
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
（
ア
ト
リ
オ
ン
１
階
）

情
報

9月分 町長交際費をお知らせします
【計10件　51,500円】

土
地
取
引
に
関
す
る
届
出

香典３件　供花２件	 25,000円

加藤義康氏全国畜産農業協同組合連合会

会長就任と会長在任10年を祝う会	 10,000円

小坂七夕祭実行委員会並びに山車責任者

合同会議懇親会	 3,000円

秋田県町村会理事会行政視察懇親会	 7,000円

市町村職員海外研修結団式	 3,000円

小坂町防犯協会防犯功労者表彰式懇親会	 3,500円

県
が
空
き
家
を
調
査
し
て
い
ま
す

無
料
調
停
相
談
会

人
権
困
り
ご
と
無
料
相
談

～
相
談
所
開
設
～

ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
あ
き
た

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業

10
月
19
日
㈪
～
25
日
㈰
は

行
政
相
談
週
間
で
す

Ａ
Ｉ
Ａ
異
文
化
交
流
カ
フ
ェ
「
英
語
で

話
そ
う
、あ
ん
な
こ
と
、こ
ん
な
こ
と
」
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◆
定
員　

30
名（
申
込
順
）

◆
参
加
費　

２
０
０
円（
茶
菓
子
付
）

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

（
公
財
）秋
田
県
国
際
交
流
協
会（
TEL

０
１
８
︱
８
９
３
︱
５
４
９
９
）

◆
日
時　

10
月
26
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

◆
会
場　

ゆ
ー
と
り
あ

◆
相
談
の
対
象
と
な
る
方

　

失
業
等
で
所
得
が
減
少
し
経
済
的

に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
、
病
気
・
け

が
・
障
害
等
で
就
労
や
経
済
的
な
面

で
悩
ん
で
い
る
、
仕
事
を
探
し
て
い

る
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
方
等

◆
申
込
み　

電
話
で
要
予
約（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
相
談
日
の
前
後
で

日
程
・
時
間
帯
の
調
整
有
り
）

◆
費
用　

相
談
無
料

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

秋

田
県
北
福
祉
事
務
所（
TEL
０
１
８
６

︱
52
︱
３
９
５
１
）

　

高
齢
に
な
る
と
、
高
齢
者
な
ら
で

は
の
身
体
の
変
化
な
ど
に
よ
り
薬
の

効
き
目
な
ど
に
様
々
な
影
響
が
現
れ

ま
す
。

　

ま
た
高
齢
者
は
複
数
の
病
気
に
か

か
る
こ
と
が
多
く
、
何
種
類
も
の
薬

を
飲
ん
で
い
る
場
合
、
薬
や
食
べ
物

と
の
飲
み
あ
わ
せ
に
は
十
分
な
注
意

が
必
要
と
な
り
、
安
全
に
薬
を
服
用

す
る
た
め
に
は
正
し
い
知
識
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

薬
の
服
用
方
法
や
管
理
の
仕
方
な

ど
、
薬
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
講
演
会
で
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
21
日（
水
）午
後
２
時

～
午
後
３
時

◆
場
所　

セ
パ
ー
ム
２
Ｆ
ホ
ー
ル

◆
講
師　

す
み
れ
調
剤
薬
局
管
理
薬

剤
師　

勝
海　

賢　

氏

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
法

人
小
坂
ふ
く
し
会（
TEL�
29
︱
２
９
０
０
）

◆
日
時　

11
月
８
日（
日
）午
前
９
時

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格　

原
則
と
し
て
小
坂
町

民
ま
た
は
町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る
方
。高
校
生
以
下
は
参
加
不
可
。

◆
参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
，０
０
０
円

◆
審
判　

帯
同
審
判
制

※
審
判
を
帯
同
で
き
な
い
チ
ー
ム
は

２
，０
０
０
円
の
斡
旋
料
を
納
入
。

◆
申
込
期
限　

11
月
２
日（
月
）

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

小

坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局（
セ

パ
ー
ム
内　

TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

◆
日
時　

11
月
15
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格　

原
則
と
し
て
小
坂
町

民
ま
た
は
町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る
方

◆
参
加
料　

男
子
５
千
円
／
レ
デ
ィ

ス
４
千
円

◆
申
込
期
限　

11
月
５
日（
木
）

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

小

坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局（
セ

パ
ー
ム
内　

TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

◆
日
時　

10
月
12
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
ま
で
に
集
合

◆
会
場　

小
坂
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
出
場
資
格　

町
内
在
住
者
及
び
協

会
登
録
者

◆
参
加
申
込　

大
会
当
日
ま
で

◆
参
加
費
用　

無
料

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

小

坂
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局　

兎
澤
福
男

（
TEL�

29
︱
５
６
５
６
）

＊ 

ご
・
け
っ
・
こ
・
ん
＊

　 

川
口　

良
平　
（
野
口
）

　 

下
田
久
美
子　
（
能
代
市
）

＊ 

お
・
く
・
や
・
み 

＊

〈
大
川
岱
〉　　
　
　

加
藤　

ア
キ

〈
岩
沢
〉　　
　
　
　

山
田　

幹
也

〈
狐
崎
〉　　
　
　
　

伏
見　

清
英

〈
万
谷
下
〉　　
　
　

成
田
千
代
美

〈
藤
倉
団
地
〉　　
　

黒
沢　

吉
實

〈
一
本
杉
〉　　
　
　

伊
藤　

鐵
男

〈
一
本
杉
〉　　
　
　

小
室　

ノ
ブ

〈
永
楽
町
〉　　
　
　

渡
辺　

政
葊

〈
鉛
山
〉　　
　
　
　

吉
田　

弘
也

〈
岩
沢
〉　　
　
　
　

熊
谷
マ
サ
ヱ

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ

な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
窓
口
へ
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

（
９
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

公
開
講
演
会「
明
日
か
ら
役
立

つ
薬
の
知
識
に
つ
い
て
」

募
集

全
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素 セシウム134 セシウム137
不検出 不検出 ２.９

採　取　日
測 定 期 間

平成27年９月17日
９月18日から９月29日

（単位：ベクレル／リットル）

検出下限値未満の
ため不検出

自
立
相
談
支
援
事
業
の
巡
回
相
談

全
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

全
町
男
子
・
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◇
検
査
日
＝
９
月
８
日

　

①
七
滝
保
育
所（
な
す
）

　

②
マ
リ
ア
園（
も
や
し
）

◆
検
査
結
果
→
測
定
下
限
値
未
満

◆
測
定
下
限
値
は
10�

Bq／

㎏
で
す
。

◇
検
査
日
＝
９
月
18
日

　

③
小
坂
小
学
校（
大
根
）

　

④
小
坂
中
学
校（
ほ
う
れ
ん
草
）

◆
検
査
結
果
→
測
定
下
限
値
未
満

◆
測
定
下
限
値
は
10�

Bq／

㎏
で
す
。

◆
次
回
は
10
月
実
施
予
定
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
・
②
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL�

29
︱
３
９
２
５
）

③
・
④
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

保
育
所
・
学
校
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
資
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

♡（
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(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
10月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,517人

2,576人

2,941人

2,489世帯

（－23人）

（－12人）

（－11人）

（－ 4世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

【可燃ごみ】
小坂町消防団火災想定訓練
秋の火災予防運動（～７日）

鹿角ミニバス大会（～18日　アルパス）
パークゴルフ第８回小坂町長杯
【古紙類】

振替休業日（小坂小）
（郷土館・図書館休館日）

坂高祭（小坂高校） 〈文化の日〉
【可燃ごみ】

（郷土館・図書館休館日） 小坂町パークゴルフクラブ球納め会

人権擁護相談日（川上公民館）
行政相談日（七滝公民館）
【可燃ごみ】

市日健康相談（だんらん）

〈土用〉 １歳３～４か月児育児相談（ゆーとりあ）
保護者会調理研修会（七滝保育所） 
【可燃ごみ】

施設開放日（七滝保育所） 鹿角音楽祭（～８日　コモッセ）
【古紙類】

みそつけたんぽ会（七滝保育所）
【可燃ごみ】

〈立冬〉
全町バスケットボール大会（セパーム）

〈霜降〉　合唱コンクール・坂中祭（小坂中）
おはなしランプ（図書館）
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

（郷土館・図書館休館日）

〈十三夜〉
新町制施行60周年記念式典（セパーム）・
記念ライブ（康楽館）

心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

ゆとりの日
【びん・缶等資源類】

心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

幼児健診（ゆーとりあ）
施設開放日（七滝保育所）

ゆとりの日
【びん・缶等資源類】

まなびピア2015（～11月1日　セパーム）
学習発表会（小坂小）

第８回小坂町観光フォーラム（～31日　
康楽館・小坂鉄道レールパーク）
【可燃ごみ】

【可燃ごみ】

【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】
〈七五三〉　第33回全町男子・小坂町レディー
スカップ選手権バレーボール大会（セパーム）
全町個人戦秋季囲碁将棋大会（セパーム）

　　

　　

　 　

振替休業日（小坂中）
（郷土館・図書館休館日）

大 里 医 院
☎22-1251

本 田 医 院
☎35-3002

長 橋 医 院
☎23-7612

小笠原医院
☎35-2011
大湯リハビリ病院
☎37-3511
村 木 医 院
☎22-2055
小坂町診療所
☎29-5500
いけがみクリニック
☎30-0111
福 永 医 院
☎35-3117
かづの厚生病院
☎23-2111

長 橋 医 院
☎23-7612
小坂町診療所
☎29-5500
村 木 医 院
☎22-2055
笹村整形外科
☎30-0035

大 里 医 院
☎22-1251
本 田 医 院
☎35-3002

小笠原医院
☎35-2011

長 橋 医 院
☎23-7612

福 永 医 院
☎35-3117

なかのクリニック
☎22-7335

小坂町診療所
☎29-5500
いけがみクリニック
☎30-0111
本 田 医 院
☎35-3002
大 里 医 院
☎22-1251
鹿角中央病院
☎23-4131

なかのクリニック
☎22-7335
かづの厚生病院
☎23-2111

大湯リハビリ病院
☎37-3511

大湯リハビリ病院
☎37-3511
小坂町診療所
☎29-5500
笹村整形外科
☎30-0035
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「寝台列車あけぼの」宿泊施設　10月31日(土)オープン

ご家庭のお困り毎のお手伝い

小坂町荒谷字上ノ平27‒10 ℡２２－６１５１

日本ハウスクリーニング協会認定

住まいのリフォーム・修理なら　全館まるごと
　　　　　　　　　　　　　　　お任せください。
ライファかづの　（大館桂工業  株式会社）

Tel.0186-25-2055
小坂出張所  Tel.0186-29-3421

　小坂鉄道レールパークに移設された「寝台列車あけぼの」は、
10月31日（土）から宿泊施設としてスタートします。営業日は
金・土・日曜日のみです。今年は11月末まで営業します。
　レールパークに誕生した新たなお楽しみ。ご家族や友達同士
での宿泊体験をお待ちしております。

　みなさんが選んだ作品が、お土産になるかも?!
　レールパークの魅力をアピールする新たな“おみやげ”の誕
生に向けて、スイーツレシピコンテストを開催します。
　一般の方も試食審査に参加できますので、ぜひご来場くださ
い。（※試食は100セット限定。なくなり次第終了となります。）

日時　10月18日（日） 10：30～
会場　小坂鉄道レールパーク
主催　秋田県鹿角地域振興局（℡22-0457）

「小坂鉄道レールパーク」
スイーツレシピコンテスト
一般来場者による試食投票開催

オープニングイベント

お問い合わせ先　観光商工班（℡29－3908）

10：00　オープニングセレモニー
　　　　先着100名様限定プレゼント！
　　　　小坂鉄道レールパークスイーツ
　　　　レシピコンテスト入賞作品

10：00～16：00　アルパカ展示

11：30　あけぼの号特別弁当限定発売

アルパカさんも歓迎!!

スイーツレシピコンテスト

広報こさか〔No.1073〕2015（平成27）年 10 月号（毎月10日発行）
■編集・発行／小坂町役場総務課（〒017－0292  秋田県鹿角郡小坂町小坂字上谷地41番地1　�℡  0186-29-3901　�FAX  0186-29-5481）
■町のホームページ　http://www.town.kosaka.akita.jp　■Ｅメール　koho@town.kosaka.akita.jp


